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更新伐とは
主伐できるレベルに育っている木を伐採し、その跡地に
別種の苗を植え替えて世代交代する事により、新たな森
の活性化と再生を目的としています。

更新伐施行地（長沢公社造林地）



令
和
6
年
度（
第
26
回
）

  
通
常
総
代
会
開
催

　

５
月
30
日
、益
田
市
有
明
町
の
グ
ラ

ン
ト
ワ 

ス
タ
ジ
オ
・
１
を
会
場
に
来
賓

の
方
々
を
多
数
お
迎
え
し
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

総
代
総
数　

2
0
0
名

　

本
人
出
席　

6
3
名

　

委
任
出
席　

な
し

　

書
面
出
席　

9
6
名

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
事
業
報
告

　

令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、毎
月
の
安
全
衛
生
委
員
会
・
総

括
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
、職
員
の
労
働

災
害
防
止
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
、年
度
末
に
は
休
業
災
害「
ゼ
ロ
」記
録
768
日
と

な
り
本
日
828
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、県
内
の
組
合
に
お
い
て
は
作
業
中
に

熊
に
襲
わ
れ
る
事
故
も
発
生
し
て
お
り
獣
害
対

策
も
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

販
売
部
門
で
は
森
林
作
業
道

17.5
㎞
を
開
設
し
、

木
材
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。合
板
用
木
材
は
、住
宅
着
工
率
の
鈍
化

に
よ
り
原
木
価
格
が
下
が
る
な
ど
厳
し
い
状
況

で
あ
り
ま
し
た
が
、木
材
生
産
量
は
、計
画
数
量

９
千
㎥
に
対
し
１
万
㎥
を
超
え
る
取
扱
と
な
り

ま
し
た
。

　

高
性
能
林
業
機
械
等
の
導
入
で
あ
り
ま
す
が
、

計
画
書
に
基
づ
き 

３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
ン

付
き
10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
並
び
に 

５
ｔ
ク
ラ
ス
の

フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
島
根
県
の
助
成
事
業
に
よ
り
導
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『令和６年度通常総代会議案』
第1号議案　　�令和５年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案について
第2号議案　　令和６年度事業計画設定について
第3号議案　　令和６年度手数料、利用料決定について
第4号議案　　令和６年度における借入金の最高限度額決定について
第5号議案　　令和６年度内における1組合員に対する貸付金の額の最高限度について
第6号議案　　余裕金預け入れ先決定について
第7号議案　　役員報酬決定について
第８号議案　　定款変更について
第９号議案　　森林組合規約改正について
付帯決議事項　�本議案の決議事項について行政庁の指示等による軽微な修正は理事会に一任する。



入
い
た
し
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、主
力
事
業

で
あ
る
森
林
研
究
整
備
機
構
と
の
分
収
契
約
に

よ
る
事
業
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、循
環
型
林
業
構
築
の
た
め
伐
跡
地
の
再

造
林
、こ
れ
に
付
随
す
る
保
育
事
業
を
実
施
し
、

組
合
独
自
の
森
づ
く
り
積
立
金
と
三
市
町
よ
り

森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
高
津
川
流
域

森
林
再
生
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、森
林
所
有

者
負
担「
ゼ
ロ
」と
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
籍
調
査
事
業
以
外
に
森
林
環
境
譲
与
税
を

財
源
と
し
た
境
界
の
明
確
化
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、令
和
５
年
度
に
お
け
る
総
事
業
収

益
は
4
8
6
百
万
円
の
取
扱
と
な
り
、当
期
剰
余

金
1
，2
5
7
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ひ
と
え
に
、組
合
員
の
皆
様
方
・
関
係
各
位
の

ご
指
導
・
ご
協
力
並
び
に
職
員
の
努
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

議
長
お
疲
れ
様
で
し
た

　

総
代
会
議
長
と
し
て
津
和
野
地
区
総
代
の
斎

藤
和
巳
さ
ん
を
指
名
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、当

日
の
議
長
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、お
陰

を
持
ち
ま
し
て
全
議
案
が
可
決
成
立
い
た
し
ま

し
た
。大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和６年度の諸手数料率が次のように決定いたしました。
受 託 販 売 手 数 料 販売金額の5％以内 税抜
林 産 受 託 生 産 手 数 料 販売金額の10％以内 税抜
立 木 販 売 手 数 料 販売金額の10％以内 税抜
競 争 入 札 取 扱 手 数 料 落札金額の10％以内 税抜
林 地 供 給 手 数 料 供給額の5％以内 税抜
森林整備補助金取扱手数料 補助金の10％以内 税抜
森林整備地域活動支援交付金
事 務 取 扱 手 数 料 交付金額の10％以内 税抜

受 託 造 林 手 数 料 事業費の20％以内 税抜
受 託 間 伐 手 数 料 事業費の20％以内 税抜

農林漁業資金取扱手数料 貸し付け金額の1％以内（貸付時）
貸し付け残金の1％以内（償還時） 税抜

融 資 事 務 取 扱 手 数 料 融資金額の1％以内 税抜
災 害 保 険 金 取 扱 手 数 料 取扱金額の5％以内 税抜
諸 証 明 手 数 料 1件1筆につき1,000円、1筆を増すごとに200円増（員外倍額） 税抜
諸 調 査 手 数 料 実費徴収 税抜
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永
年
勤
続
表
彰

　

総
代
会
当
日
永
年
勤
続
の
表
彰
式
が
と

り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
ら
れ
た
方
は
左
記
の
方
で
す
。

勤
続
二
〇
年

　

地
籍
課
課
長　

永
嶺　
　

勉 

さ
ん

勤
続
一
〇
年

　

地
籍
課
係
長　

尾
木　

広
延 
さ
ん

　

地　

籍　

課　

坂
﨑
美
由
紀 
さ
ん
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損益計算書
　令和5年4月1日～令和6年3月31日　　　単位:千円

科　目 小　計 合　計
Ⅰ事業総損益
　1事業収益 486,843
　2事業費用 360,748
　　　事業総利益 126,095
Ⅱ事業損益
　1人　件　費 80,049
　2旅費交通費 477
　3事　務　費 2,649
　4業　務　費 3,508
　5諸税負担金 3,972
　6施　設　費 18,637
　7雑　　　費 1,074
　　　事業管理費計 110,366
　　　事業利益 15,729
Ⅲ経常損益
　1事業外収益 4,762
　2事業外費用 1,545
　　　事業外収益 3,217
　　　経 常 利 益 18,946
Ⅳ特別損益
　1特別利益 25,427
　2特別損失 27,074
　　　特　別　損　益 △ 1,647
　　　税引前当期利益 17,299
法人税、住民税及び事業税額 4,727
　当期剰余金 12,572
　前期繰越剰余金 8,500
　当期未処分剰余金 21,072

貸借対照表
令和6年3月31日現在　　　　　　　　単位:千円

科　目 金　額 科　目 金　額
現 金 預 金 102,095 支 払 手 形
売 掛 金 4,540 短 期 借 入 金 3,455
未 収 金 161,585 買 掛 金 9,700
棚 卸 資 産 19,684 未 払 金 35,357
そ の 他 流 動 資 産 6,559 その他流動負債 14,068

流 動 負 債 合 計 62,580
流 動 資 産 合 計 294,463 長 期 借 入 金 14,800
有 形 固 定 資 産 151,875 農林漁業資金借入金
無 形 固 定 資 産 1,760 退職給付引当金外 33,252
外 部 出 資 金 30,802 固 定 負 債 合 計 48,052
農林漁業資金貸付金 負 債 合 計 110,632
そ の 他 の 資 産 159 出 資 金 149,816
固 定 資 産 合 計 184,596 法 定 準 備 金 65,967

積 立 金 131,572
(前期繰越剰余金) 8,501
当期未処分剰余金 21,072
純 資 産 合 計 368,427

資 　 産 　 合 　 計 479,059 負債純資産合計 479,059

令和5年度　剰余金処分案
単位:千円

摘　要 内　訳 小　計 合　計
当期未処分剰余金 21,072
組合積立金取崩額
1 �高性能林業機械取得等積立金取崩額 20,000 20,000
剰余金処分額
　法定準備金 当期剰余金の20％以上 2,600
　任意積立金

(1)施設修繕等積立金 4,000
(2)損失補填積立金 5,000
(3)高津川森づくり積立金 3,000
(4)�高性能林業機械取得等積立金 18,000 32,600
次期繰越剰余金 8,472

令和５年度決算報告

令和６年度運営の基本方針令和６年度運営の基本方針
　非常に厳しい経済情勢ではありますが、この波を乗り切るため、さらなる改革・改善に取り組
み役職員一体で経営の安定化に努めます。
　特に人手に頼る面が大きい森林整備事業の人材確保は、引き続き農林大学校等に公募してまい
ります。

　また、林業労働災害撲滅のため引き続き安全指導員制度の継続、労働安全コンサルタントと顧
問契約を締結し、安全に対する意識の高揚を図り、休業災害「ゼロ」記録の更新に努めます。また、
職員には安全装備品の貸与・購買品の助成を行います。
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　本日休業災害「ゼロ」記録867日を迎えたこ
とは、職員全員が、労働安全に対する意識の
向上の表れと確信しております。
　使用する側、使用される側の立場に応じた
権利と義務をお互いに理解し、これを遵守し
安心して働ける職場形成に努めてまいりま
しょう。

　株式会社商船三井海上安全部安全推進チー
ムの岸伸喜様より、危機管理・ヒューマンエ
ラーを重点テーマとしたご講話をいただきま
した。
　「安全とは適切にコントロールされ容認でき
ないリスクがないこと」
　安全状態を維持していくためには精神論で
はなく、KYT、ヒヤリハット、リスクアセスメ
ントなどの手法を活用し安全管理システムの
適切な運用が必要だと再認識をいたしました。

　私たちは、現場のルール・作業手順を遵守して、常
に安全意識を持ち作業を行います。
　また、互いに声を掛け合い、どんな小さな危険も
見逃さず、安全管理の徹底を図り、未然に災害を防
止し、安全衛生水準の向上を目指します。
　そして、「安全な職場環境の実現」を掲げ、「労働災
害ゼロ」を目指します。
　　令和六年七月八日
　　　　高津川森林組合　職員代表
　　　　　森林整備　吉賀班　班長　井上　雷太

労働災害『ゼロ』へ‼ 令和6年度安全大会開催

ハインリッヒの法則
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総代会でもお話致しましたが、15年前の総代会で組合員の除名案が否決されました。
その後、皆様方のご協力により多くの方の所在が判明いたしました。
しかしながら現在も住所不明の組合員さんが下記地区におられます。

ご存じでしたらご一報頂けますようお願い申し上げます。

電話 0856-25-2667（総務課）

この方をご存じありませんか？

匹見地区 日原地区 津和野地区

土佐岡　司
秀浦　豊太郎
中川　乙政
寺尾　利
橋本　ウメ
旭　二郎
中山　ハルノ
大谷　唯夫
山本　市右衛門
篠原　正起
寺戸　夏子
山根　義男
植田　一夫
藤井　良夫

伊藤　シカノ
岡本　常一
岡本　衛
倉谷　益茂
河野　大蔵
児玉　輝夫
水津　ユキ
竹内　政保
竹内　敏之
田中　義昭
中野　佳男
林　タケ
三浦　等
三浦  重蔵 外 3 名
森元  美佐男

青木　ミヨコ
池森　健次郎
池田　スズコ
岩本　トシ
石川　キミ子
出澄　静市
大庭　貞子
大野　徳次郎 外 41 名
大田　ツネ子
木村　政雄
岸田　寿之助
桑原　シズエ
桑原　昭夫
杉本　嘉左衛門
竹内　敏雄
田中　孟夫
高藤　義治
竹下　又助
豊田　忠夫
中村　シゲ
橋本　和子
原田　房子

日熊　安次郎
広中　昭雄
弘中　淳二
藤井　栄
藤井　克彦
藤井　登
増野　栄一
右田　清志
三谷　ヤエノ
三浦　年算
三浦　知一
道川　久雄
村田　清作
村田　サメ
村上　義吉
村上　義彦
村上　徳市
森田　ウメ
森田　道雄
山下　末松
柳井　敏孝
和田　松子

無くそう差別私の町から職場から

人ごとと思う心が差別生む

大丈夫？あなたの声が救いの手

失くそうよ差別という名の境界線

思いやり心でつながる僕らの未来

人権は我が身、我が家、地域から

世界中の人々が、いつもこの気持ちを
忘れなければ日々繰り返される争いが

きっとなくなりますよね。

ろいろい語標権人
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令和６年４月から 相続登記の申請が義務化されました

平成27年度に創設した「森づくり積立金」制度が10年目を迎えました。

（1）　�相続（遺言も含みます。）によって不動産を取得した相続人は、その所有権の取得
を知った日から３年以内に相続登記の申請をしなければなりません。

（2）　�遺産分割が成立した場合には、これによって不動産を取得した相続人は、遺産分
割が成立した日から３年以内に、相続登記をしなければなりません。

（1）と（2）のいずれについても、正当な理由（※）なく義務に違反した場合は10万円以下
の過料（行政上のペナルティ）の適用対象となります。

　森林経営計画地より素材生産業者さんが、バイオ
マス用として出荷した材に対しトン当たり100円を
乗じた額を協賛金として納めいただき、剰余金の一
部を森づくり積立金に引当し、再造林並びに保育事
業に係る森林所有者の負担金（補助残）を「ゼロ」とす
る制度です。
◎令和5年度末までの協賛金総額は12百万円
◎積立金総額23百万円
◎森林所有者負担金として取崩総額16百万円

◎現在の積立金残額は10百万円
総取扱総額は203百万円となり事業の安定化に繋がっています。

総面積（HA） 総事業費（円）
新植（地拵） 145.05 117,744,058
下　　刈 386.20 72,410,379
間　　伐 50.67 6,725,539
除　　伐 21.12 4,251,482
枝　　打 14.42 2,078,885
合　　計 617.46 203,210,343

なお、令和６年４月１日より以前に相続が開始している場合も、
３年の猶予期間がありますが、義務化の対象となります。
不動産を相続したら、お早めに登記の申請をしましょう。

（※）相続人が極めて多数に上り、戸籍謄本等の資料収集や他の相続人の把握に多くの時間を要するケースなど。
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＊住所、連絡先等が
　変わった場合はご連絡を

総務課Tel　0856-25-2667

　転居などにより住所や連絡先が変更に
なった場合は総務課まで連絡をお願いいた
します。

＊組合員資格の
　相続手続きは300日以内に

早目のお手続きをお願いいたします

　組合員が亡くなられた時は、相続手続のお
願いをしています。規程上、300日以内にお届
けください。

組合員資格手続きについて

令和5年度　導入した林業機械

令和５年度導入

木材運搬用
５tフォワーダ

4,800千円
15,840千円総事業費

補助金

　6月14日～6月21日の日程で北欧フィンランドを中
心としたバイオマス視察ツアーに参加しました。
　林業の町ヨエンスなど各地を視察し、早くから自前
でエネルギー調達に挑戦してきた国の強さを実感。
　また、地籍調査が100％完了、定期的なレーザ測量
の実施とオープンデータ化など。
　日本との違いを見せつけられたのですが、逆に日
本には日本の良さもあるのだと感じたツアーでした。

地籍課　永嶺　勉

ヨエンスのモニュメント 1950年代の林業従事者

ポラミエミ港木材流送ターミナル

インターシティ１号にてパリラカン駅へ

フィンランド
バイオマス視察
旅行記
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